
１．背景 

空間に潜在的に存在する光や熱のエネルギー

を回収し、電気エネルギーとして利用する取り組み

を環境発電という。電界・磁界に着目した電力回収

は、太陽光や熱によるものに比べ発電量は微小で

ある。しかし、エネルギー源となる電気機器からの

電界は時間的変動が比較的小さい事が報告され

ており[1]、他手法と比べて時間変動の少ない電力

確保を可能とするものであると考えられる。 

 

２．目的 

本研究では、家電製品等から放射される磁界に

着目した電力回収を検討する。コイルを受信部とし

た磁界受信システムを製作し、様々な場所、時間

における磁界強度を評価する。また、電気二重層

コンデンサ（EDLC）を用いた電力回収システムを

検討する。 
 

３．計測手法 

本研究で製作した磁界受信システムと電力回収

システムの概要を以下にまとめる。磁界受信システ

ムの回路図を図1に示す。550回巻きのコイルを受

信部として用い、抵抗 R=10[MΩ]の両端に生じる

電圧を測定する。計測器への電流流入を防ぐため

にボルテージフォロアを設け、出力電圧 V1[V]を測

定した。 

 
図 1.磁界受信システムの回路図 

  

電力回収システムの回路図を図2にまとめる。受

信部で得られる交流電圧を整流し、充電を行う。

EDLC における充電電圧 V2[V]を測定した。 

 
図 2.電力回収システムの回路図 

４．測定結果 

①一般的な住居、研究室における 3 日間計測 

商用電源周波数の磁界変動を調べるため、一

般住居（学生自宅）とサレジオ高専校内の研究室

にて磁界受信システムを用いた測定を実行した。

表 1 に結果（平均値、変動量）を示す。 

 

表 1.商用電源周波数の磁界強度の平均値 

場所 平均値[V] 変動量[V] 

一般的な住居 1.47 ～0.1 

研究室 2.15 ～0.4 

 

②コンデンサ充電時間の考察 

 研究室内の冷蔵庫前に電力回収システムを設置

し、充電時間を評価した。測定結果を図3に示す。

電圧値 0.01[V]を得るには約 50 時間を要すること

が分かった。 

 
図 3. 電力回収装置による充電時間の見積もり 

 

５．まとめ・今後の展望 

 本研究では、身の回りの磁界に着目した電力回

収を検討した。住空間の磁界強度の変動を評価し、

先行研究での電界測定の結果と同様に変動量は

10%程度である事を確認した。また、身の回りの磁

界によるEDLCへの充電に成功した。電圧0.01[V]

の充電に約 50 時間を要することが判明した。今後、

アンテナの設計や整流回路の見直しを実施し、充

電時間の短縮を図るべきと考えられる。 
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